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医学部

総 合 地 域 医 療 推 進 学 講 座

寄附講座教授 長 谷 川 　 仁 　 志
寄附講座助教 蓮 沼 直 子
医学教育部助教 南 　 園 　 佐 知 子

著　　　　　書

1）蓮沼直子，梅林芳弘（2010）　皮膚病変．河盛
隆造，岩本安彦（編）糖尿病最新の治療
2010-2012．pp. 247-249.

総　説・解　説

1）蓮沼直子（2010）　陥入爪．治療 92，2163-

2165．

原　著　論　文

A. 審査を経た論文
1）Terata, M., Nobori, K., Munehisa, Y., Kakizaki, 

M., Ohba, T., Takahashi, Y., Koyama, T., Terata, 

Y., Ishida, M., Iino, K., Kosaka, T., Watanabe, H., 

Hasegawa, H. and Ito, H. （2010）　Double 

Transgenic Mice Crossed GFP-LC3 Transgenic 

Mice With αMyHC-mCherry-LC3 Transgenic 

Mice Are a New and Useful Tool to Examine the 

Role of Autophagy in the Heart.　Circ. J., 74（1）, 
203-206.

2）Hasunuma, N., Noguchi, N., Nagato, H., Tsuda, 

M., Kato, M., Yokoi, A., Yamada, K., Yamakawa T., 

Akama, T., Umebayashi, Y. and Manabe, M. 

（2009）　Resurfacing effects of short-pulsed 

carbon dioxide laser for cutaneous squamous cell 

carcinoma in situ.　Akita. J. Med., 36, 171-178.

3）南園佐知子，長谷川仁志，蓮沼直子，金子善博，
本橋　豊 （2010）　秋田大学医学部医学科卒業

生の進路傾向―新臨床研修制度開始から―．
秋田県公衆衛生学雑誌 8, 26-30.

学　会　発　表

B. 国内会議
（a）総会・年会

1. 日本医学教育学会総会，7月，東京
1）長谷川仁志，蓮沼直子，南園佐知子（2010）
中核病院崩壊から地域医療を再生する : 総合
臨床力を持った各科専門医育成のための 1年
生からの教育体制構築

2）長谷川仁志，南園佐知子，蓮沼直子（2010）
日本の医療を支える使命感を持った医師の育
成に向けて：中・高校生への『入学前教育』の
試み

3）蓮沼直子，南園佐知子，長谷川仁志，伊藤　
宏（2010）当院における少人数制の「先輩女
性医師と語る女子医学生キャリアパス相談ラ
ンチ」について

4）南園佐知子，蓮沼直子，長谷川仁志（2010）
インフォームドコンセントの観点から見た医
学生と医師の医師患者関係に関する認識

5）南園佐知子，蓮沼直子，長谷川仁志（2010）
医学科 6年生卒業時の初期および専門医研修
の進路希望とその理由

6）小泉　恵，蓮沼直子，南園佐知子，伊藤　宏，
長谷川仁志 （2010）何科に進んでも大切な医
療のリスク・不確実性に関するインフォーム
ドコンセント教育の試み

7）漆畑宗介，佐野寛仁，大渕佳祐，坂本　祥，
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登米　慧，若狭沙希，竹越結生，久田剛輝，
山田依里佳，山崎　圭，大内祐香，尾崎朱理，
江間達哉，南谷佳弘，長谷川仁志 （2010）　学
生時代に多角的に医療に関する経験を共有す
る医学生スキルアップクラブMedicA

2. 第 49回全国自治体病院学会総会　総会シンポ
ジウム II，10月，秋田市 

1）長谷川仁志 （2010）人間力・コミュニケーショ
ン力・教育力あふれる指導医が推進する教育
の連鎖こそ，地域医療充実の生命線である　
―総合臨床力を持った各科専門医育成のため
の 1年生からの県内教育体制構築―

2）南園佐知子（2010）　脳卒中地域医療ネットを
支える～限りあるヒトと施設を活かすために
「設間連携を進める上での問題点を探る」

3. 第 69回日本公衆衛生学会総会，10月，東京
1）南園佐知子，金子善博，本橋　豊，藤田幸司 

（2010）　農村地域の住民の地域活動参加と世
帯構成との関連

4. 第 8回日本フットケア学会年次学術集会，2月，
東京

1）阿部　緑，蓮沼直子，内山文子，山田祐一郎
（2010）　糖尿病患者のフットケアに対する意
識と実践

（b）地方会
1. 第 150回日本循環器学会東北地方会 第 150回記
念特別講演，6月，盛岡市

1）長谷川仁志（2010）　循環器医による熱意ある
教育の連鎖が，日本の医療と循環器学会自身
を救う！―これからの時代の循環器医・学会
は同展開すべきかを考える―

2. 日本皮膚科学会東部支部学術大会 女性医師シ
ンポジウム，11月，仙台

1）蓮沼直子（2010）　女性医師支援・教育にかか
わる立場から～医学教育と女性医師支援 : 大
学・自治体，学会など，それぞれの機関での
取り組み（日本皮膚科学会「皮膚科の女性医
師を考える会」東部支部企画）

（c）研究会
（i）全国規模

1. 地域医療に関する意見交換会　日本医師会，10

月，東京
1）長谷川仁志（2010）　日本の医療再生には，人
間力・教育力あふれる指導医が推進する教育
の連鎖の基盤の上に，医師主導型の適切な制

度改革が必要である―総合力を持った各科専
門医育成のための 1年生からの県内教育体制
構築―

2. 第 28回泌尿器漢方研究会，4月，盛岡
1）蓮沼直子，堀川洋平，成田伸太郎，土谷順彦，
羽渕友則（2010）　スニチニブによる hand-

foot syndromeの疼痛に対する漢方薬 （柴苓湯
と桂枝茯苓丸）の使用経験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（ii）地方規模
1. むつ総合病院研修医セミナー，4月，青森県む
つ市　

1）長谷川仁志（2010）　研修医のための何科に進
むにも大切な心電図シャワー 200例題

2. 埼玉県整形外科医会総会・特別講演会，6月，
さいたま市

1）長谷川仁志（2010）　整形外科医の皆様のため
の高齢者医療における EBMのバイアスを考
慮した細やかなインフォームドコンセント　
―日常診療の予期せぬリスクをいかに患者さ
んと共有していくべきか？―

3. 研修医の明日に役立つ実践セミナー，6月，島
根大学

1）長谷川仁志（2010）　何科にすすんでも大切な
高齢者医療における EBMのバイアスを考慮
したインフォームドコンセント～抗血栓薬，
検査・術前リスク，他，日常診療における予
期せぬリスクをいかに説明していくべきか～

4. 第 9回岩手県医師会女性医部会と岩手医科大学
医学生との懇親会，6月，盛岡（コメンテーター）
蓮沼直子（2010）

5. 第一回地域医療研究報告会，鹿児島大学，9月，
鹿児島

1） 長谷川仁志（2010）　総合臨床力・教育力を
持った各科専門医を目指そう！　育成しよ
う！―低学年から意識すべきポイントとは？
―

6. 山本組合病院　医療連携親睦会 2010，2月，能
代市

1）長谷川仁志（2010）　『医療連携時代のコミュ
ニケーションスキルは，医師・医療従事者の
中心的な臨床能力である』～循環型医療連携手
帳のこれから～ 

7. 秋田県医師会と秋田大学医学部との懇談会
2010，2月，秋田市

1）長谷川仁志 （2010）　大学各講座・県医師会・
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県内各病院・県薬剤師会医療従事者・県民の
皆様とともに総合的に地域医療を推進する秋
田大学医学部総合地域医療推進学講座の活動
報告 2009-2010

8. 21世紀の医療を守る県民の集い　～地域医療・
崩壊から再生へ～，3月，秋田市

1）長谷川仁志（2010）　地域医療再生のための
キーワード

9. 平成 22年度第一回患者塾，6月，秋田市
1）長谷川仁志（2010）　知っておきたい秋田の医
療事情

10. 平成 22年度秋田県栄養士会福祉協議会第一回
研修会

1）長谷川仁志（2010）　秋田県の生活習慣病とこ
れからの健康管理指導について～日本の医療
を救う栄養士の皆さんの役割と循環型医療連
携手帳～

11. 第 32回秋田県農村医学研修講座，9月，横手市
1）長谷川仁志（2010）　高齢者医療における

EBMのバイアスを考慮した細やかなイン
フォームドコンセント

12. 平成 22年度社会保険勉強会・医療連携の会，
10月，能代市

1）長谷川仁志（2010）　地域医療充実のための病
院・診療所・薬局の連携の在り方を考える　
―連携手帳と患者中心のチーム医療コミュニ
ケーション―

13. 第一回市民の医療と健康を考える会，11月，仙
北市

1）長谷川仁志（2010）　日本の地域医療事情と再
生ポイント―市民の皆さんと医療を充実させ
るためには―

14. 第 2回秋田県医師会 指導医のための教育ワーク
ショップ，11月，秋田市

1）蓮沼直子（2010）　女性医師と初期研修
15. 平成 22年度秋田県医師会 県北医学会並びに医
師卒後研修講座，11月，鹿角市

1）長谷川仁志（2010）　地域医療再生のための最
近のチーム医療・コミュニケーション医学　
教育―病院・診療所・薬局　『循環型医療連携
手帳』の役割―

16. メディカルサイエンスカフェイン横手，11月，
横手市

1）長谷川仁志（2010）　動脈硬化発症のメカニズ
ムと予防・治療のポイント―市民の皆さんが，
動脈硬化疾患（脳卒中・心臓病・腎臓病）の
予防・治療を理解し実践するために知ってお
くべき最新情報―

17. 平成 22年度秋田県学校保健・学校医研究会並
びにいじめ問題研修会，12月，秋田市

1）江間達哉，小泉ひろみ，長谷川仁志（2010）　
秋田県の麻疹予防接種における学生の取り組
み

18. 秋田大学医学部 FDシンポジウム，12月，秋田
市

1）長谷川仁志（2010）　指導医が知っておくべき
最近の医学教育の動向とその意義 2010

そ　　の　　他

1）ケアネット座談会　第 6回女性医師の復職支
援と再教育，11月，東京

　  蓮沼直子（2010）　女性医師のための復職支援　
今後の発展に寄せて―様々なケースと取り組
みを考える―

2）秋田 CKD学術講演会，11月，秋田市
　  長谷川仁志（2010）　病・診・薬　医療連携時
代の生活習慣病診療～患者さんのモチベー
ションを高める EBM・コミュニケーションス
キル～

3）第 8回 Evening Meeting ～心血管疾患患者の
服薬～，11月，秋田市

　  長谷川仁志（2010）　循環型医療連携手帳の活
用を
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著　　　　　書

1）佐藤　滋（2010）　腎移植 : 特殊な血管・尿
管例の手術手技および手術合併症の対応．日
本泌尿器科学会（編）2010年卒後教育テキス
ト．日本泌尿器科学会，pp. 227-233.

総　　　　　説

1）佐藤　滋 （2010）　拒絶・慢性移植腎症と免疫
抑制薬の体内動態．今日の移植 23，63-70.

2）佐藤　滋，沼倉一幸，齋藤　満，井上高光，
土谷順彦，羽渕友則，加賀谷英彰，井上和幸，
三浦昌朋（2010）　糖代謝異常予防を目的とし
た遺伝子多型解析．腎移植・血管外科 22，
126-131．

原　著　論　文

A. 審査を経た論文
1）Kagaya, H., Miura, M., Saito, M., Habuchi, T. and 

Satoh, S. （2010）　Correlation of IMPDH1 gene 

polymorphisms with subclinical acute rejection 

and mycophenolic acid exposure parameters on 

day 28 after renal transplantation.　Basic Clin. 

Pharmacol. Toxicolc., 107, 631-636.

2）Inoue, T., Satoh, S., Saito, M., Horikawa, Y., 

Tsuchiya, N. and Habuchi, T. （2010）　Post-

transplant lymphoproliferative disorder involving 

the ovary as an initial manifestation : a case 

report.　J. Med. Case Reports, 4, 184.

3）Ma, Z., Tsuchiya, N., Yuasa, T., Huang, M., Obara, 

T., Narita, S., Horikawa, Y., Tsuruta, H., Saito, M., 

Satoh, S., Ogawa, O. and Habuchi, T. （2010）　
Clinical significance of polymorphism and ex-

pression of chromogranin A and endothelin-1 in 

prostae cancer.　J. Urol., 184, 1182-1188.

4）Fujiyama, N., Miura, M., Kato, S., Sone, T., Isobe, 

M. and Satoh, S. （2010）　Involvement of carbo-

xylesterase 1 and 2 in the hydrolysis of myco-

phenolate mofetil.　Drug Meta. Dispos., 38, 

2210-2217.

5）Numakura, K., Tsuchiya, N., Obara, T., Tsuruta, 

H., Saito, M., Narita, S., Inoue, T., Horikawa, Y., 

Satoh, S. and Habuchi, T. （2010）　A case of ure-

teral malignant lymphoma diagnosed by laparo-

scopic needle biopsy.　Jpn. J. Clin. Oncol., 41, 

440-442.

6）Numakura, K., Tsuchiya, N., Yuasa, T., Saito, M., 

Obara, T., Tsuruta, H., Narita, S., Horikawa, Y., 

Satoh, S. and Habuchi, T. （2010）　A case study 

of metastatic Xp11.2 translocation renal cell car-

cinoma effectively treated with sunitinib.　Int. J. 

Clin. Oncol., E-pub.

7）Kawata, N., Tsuchiya, N., Horikawa, Y., Inoue, T., 

Tsuruta, H., Maita, S., Satoh, S., Mitobe, Y., Nari-

ta, S. and and Habuchi, T. （2010）　Two survivin 

polymorphisms are cooperatively associated with 

bladder cancer susceptibility.　Int. J. Cancer, E-

pub.

腎　置　換　医　療　学　講　座

教 授 佐 藤 　 滋
非常勤講師 矢 嶋 愛 治（平成 22年 10月 1日より）
技術系補佐員 水 戸 部 　 陽 　 子（泌尿器科と兼任）
事務系補佐員 加 藤 幸 子（泌尿器科と兼任）
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8）齋藤　満，土谷順彦，成田伸太郎，沼倉一幸，
小原　崇，鶴田　大，熊澤光明，井上高光，
堀川洋平，佐藤　滋，羽渕友則（2010）　後腹
膜鏡下前立腺全摘除術における膀胱尿道吻合
の実際． Jpn. J. Endourol. ESWL, 23, 226-230.

9）成田伸太郎，熊澤光明，沼倉一幸，小原　崇，
鶴田　大，齋藤　満，堀川洋平，佐藤　滋，
土谷順彦，羽渕友則（2010）　ハイリスク限局
性前立腺癌に対するネオアジュバンド化学内
分泌療法の治療成績．泌尿器外科 23, 1135-

1137.

10）佐藤　滋，小林浩悦，熊谷　誠，佐藤良延，
石田俊哉，大谷　浩，羽渕友則，秋田県透析
施設災害時ネットワーク構築ワーキンググ
ループ（2010）　秋田県透析施設災害時ネット
ワーク構築の進捗状況．秋田腎不全研究会誌
13, 55-58.

11）沼倉一幸，高山孝一朗，奈良健平，神田壮平，
千葉修治，小原　崇，鶴田　大，齋藤　満，
成田伸太郎，堀川洋平，土谷順彦，佐藤　滋，
羽渕友則（2010）　腎移植患者に発生した急性
糸球体腎炎の 1例．秋田腎不全研究会誌 13, 

59-62.

12）高山孝一朗，齋藤　満，奈良健平，神田壮平，
千葉修治，三浦喜子，沼倉一幸，小原　崇，
鶴田　大，成田伸太郎，堀川洋平，土谷順彦，
佐藤　滋，羽渕友則（2010）　生体腎移植後に
BKウイルス腎症を発症した 3例．秋田腎不
全研究会誌 13, 63-68.

13）齋藤　満，三浦喜子，沼倉一幸，高山孝一朗，
奈良健平，神田壮平，千葉修治，小原　崇，
鶴田　大，成田伸太郎，堀川洋平，土谷順彦，
羽渕友則，佐藤　滋（2010）　CMV既感染腎
移植レシピエントにおける CMV感染症の臨
床的検討．秋田腎不全研究会誌 13, 69-75.

14）吉田清人，森屋みゆき，中嶋史恵，齋藤　満，
佐藤　滋，羽渕友則（2010）　免疫抑制剤服用
に関する実態調査．秋田腎不全研究会誌 13, 

76-81.

15）沼倉一幸，高山孝一朗，小原　崇，鶴田　大，
齋藤　満，成田伸太郎，堀川洋平，土谷順彦，
佐藤　滋，羽渕友則（2010）　移植腎に発生し
た腎癌を部分切除で治療した 1例．腎移植・
血管外科 22, 30-34.

B. 審査を経ない論文
1）齋藤　満，高山孝一朗，奈良健平，沼倉一幸，
小原　崇，鶴田　大，成田伸太郎，堀川洋平，
土谷順彦，佐藤　滋，羽渕友則（2010）　BK

ウィルス腎症の 3例．第 43回日本臨床腎移植
学会記録集，腎移植症例集 2010, 118-121．

2）佐藤　滋，齋藤　満，沼倉一幸，鶴田　大，
小原　崇，成田伸太郎，堀川洋平，土谷順彦，
羽渕友則，加賀谷英彰，三浦昌朋（2010）　高
齢レシピエントの免疫抑制薬物動態．第 43回
日本臨床腎移植学会記録集，腎移植症例集
2010，276-277.

3）成田伸太郎，熊澤光明，沼倉一幸，小原　崇，
鶴田　大，斎藤　満，堀川洋平，佐藤　滋， 
土谷順彦，羽渕友則 （2010）　ハイリスク限局
性前立腺癌に対するネオアジュバント化学内
分泌療法の治療成績．泌尿器外科 23，1135-

1137.

学　会　発　表

A. 国際会議
1. The 12th Congress of the Asian Association of En-

docrine Surgeons, March, Tokyo, Japan

1）Tsuchiya, N., Tsuruta, H., Narita, S., Horikawa, Y., 

Saito, M., Obara, T., Numakura, K., Satoh, S. and 

Habuchi, T. （2010）　The Intra- and Postopera-

tive Outcome of Laparoscopic Adrenalectomy for 

Pheochromocytoma in Akita University

2. The 8th Asia Pacific Oncology Summit, March, To-

kyo, Japan

1）Horikawa, Y., Norihiko, T., Yuasa, T., Narita, S., 

Saito, M., Takayama, K., Nara, T., Tsuruta, H., 

Obara, T., Numakura, K., Satoh, S. and Habuchi, 

T. （2010）　Efficacy and safety of sunitinib for 

metastatic renal cell carcinoma : early clinical 

experiences at Akita university hospital

3. The Annunal Meeting of the American Transplant 

Congress, May, San Diego

1）Obara, T., Satoh, S., Saito, M., Numakura, K., 

Tsuruta, H., Narita, S., Horikawa, Y., Tsuchiya, N. 

and Habuchi, T. （2010）　Impact of clinical char-

acteristics and pretransplant urinary bladder ca-

pacity on urodynamics one year posttransplanta-

tion in adult recipients （Poster of Distinction）

Akita University
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2）Satoh, S., Saito, M., Numakura, K., Tsuruta, H., 

Obara, T., Inoue, T., Narita, S., Horikawa, Y., 

Tsuchiya, N., Habuchi, T., Kagaya, H. and Miura, 

M. （2010）　No impact of agen on dose-adjusted 

pharmacokinetics of tacrolimus, mycophenolic 

acid and prednisolone one month after renal 

transplantation

3）Miura, Y., Satoh, S., Saito, M., Numakura, K., 

Narita, S., Horikawa, Y., Tsuchiya, N. and Habu-

chi, T. （2010）　Clinical risk factors for increased 

interstitial fibrosis by computerized image analy-

sis after renal transplantation （Poster of Distinc-

tion）
4）Numakura, K., Satoh, S., Saito, M., Tsuchiya, N., 

Miura, Y., Obara, T., Tsuruta, H., Narita, S., Hori-

kawa, Y. and Habuchi, T. （2010）　Incidence, 

clinical risk factors, tacrolimus pharmacokinet-

ics, and genomic polymorphisms in post trans-

plant hyperuricemia in early stage renal trans-

plant recipients

4. The 105th Annunal Meeting of the American Uro-

logical Association, May-June, San Francisco

1）Tsuchiya, N., Narita, S., Ma, Z., Horikawa, Y., 

Tsuruta, H., Numakura, K., Saito, M., Satoh, S., 

Inoue, T., Ogawa, O. and Habuchi, T. （2010）　
Insulin-like growth factor-1 （IGF-1）polymor-

phisms predict the survival or prostate cancer 

patients with bone metastasis at initial presenta-

tion

2）Miura, Y., Satoh, S., Saito, M., Numakura, K., 

Tsuruta, H., Obara, T., Inoue, T., Narita, S., Hori-

kawa, Y., Tsuchiya, N. and Habuchi, T. （2010）　
Clinical risk factors for increased interstitial fi-

brosis by computerized image analysis after re-

nal transplantation （Best of Posters Award）
3）Tsuruta, H., Horikawa, Y., Narita, S., Saito, M., 

Obara, T., Numakura, K., Satoh, S., Tsuchiya, N. 

and Habuchi, T. （2010）　Combination therapy 

consisting of gemcitabine, carboplatin, and 

docetaxel （GCD）as an active treatment for ad-

vanced urothelial cell caricinoma

5. The 27th Japan-Korea urological congress, Sep-

tember, Kyoto, Japan

1）Narita, S., Numakura, K., Obara, T., Tsuruta, H., 

Saito, M., Horikawa, Y., Tsuchiya, N., Satoh, S. 

and Habuchi, T. （2010）　Genetic polymorphism 

influences individual variations in serum testos-

terone levells in prostate cancer patients treated 

with androgen deprivation therapy

2）Tsuruta, H., Horikawa, Y., Narita, S., Saito, M., 

Obara, T., Numakura, K., Inoue, T., Satoh, S., 

Tsuchiya, N. and Habuchi, T. （2010）　Combina-

tion therapy consisting of Gemcitabine, Carbopl-

atin and Docetaxel （GCD）as an active treat-

ment for advanced urothelial cell carcinoma

6. The 8th Japan-Korea Transplantation Forum, Oc-

tober, Kyoto

1）Miura, Y., Satoh, S., Numakura, K., Saito, M., 

Komine, N., Obara, T., Tsuruta, H., Inoue, T., 

Narita, S., Horikawa, Y., Tsuchiya, N., Kagaya, H., 

Miura, M. and Habuchi, T. （2010）　Clinical risk 

factors of increased interstitial fibrosis by com-

puterized image analysis after renal transplanta-

tion

2）Numakura, K., Satoh, S., Saito, M., Miura, Y., 

Komine, N., Obara, T., Tsuruta, Inoue, T., Narita, 

S., Horikawa, Y., Tsuchiya, N., Kagaya, H., Miura, 

M. and Habuchi, T. （2010）　Clinical and genetic 

risk factors for posttransplant diabetes mellitus 

in adult renal transplant recipients treated with 

tacrolimus and MMF

B. 国内会議
（a）総会・年会

1. 第 43回日本臨床腎移植学会，1月，高知
1）佐藤　滋，齋藤　満，沼倉一幸，鶴田　大，
小原　崇，成田伸太郎，堀川洋平，土谷順彦，
羽渕友則，加賀谷英彰，三浦昌朋（2010）　高
齢レシピエントの免疫抑制薬物動態

2）三浦喜子，齋藤　満，沼倉一幸，鶴田　大，
小原　崇，成田伸太郎，堀川洋平，土谷順彦，
羽渕友則，佐藤　滋（2010）　移植腎間質増加
に関連する臨床因子について

3）齋藤　満，佐藤　滋，高山孝一朗，三浦喜子，
沼倉一幸，小原　崇，鶴田　大，成田伸太郎，
堀川洋平，土谷順彦，羽渕友則（2010）　BKV

腎症の 3例
2. 日本薬学会第 130年会，3月，岡山
1）加賀谷英彰，三浦昌朋，齋藤　満，羽渕友則，
佐藤　滋（2010）　腎移植患者におけるタクロ
リムスの体内動態に及ぼす CYP3A4*1G/*1G

Akita University
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遺伝子多型の影響
3. 第 98回日本泌尿器科学会総会，4月，盛岡
1）佐藤　滋（2010）　特別講演 : 腎移植個別医
療設計の序

2）佐藤　滋（分担講師）（2010）　2010年卒後教
育プログラム　腎移植 : 特殊な血管・尿管例
の手術手技および手術合併症の対応

3）土谷順彦，成田伸太郎，井上高光，齋藤　満，
鶴田　大，小原　崇，沼倉一幸，堀川洋平，
佐藤　滋，羽渕友則（2010）　秋田大学におけ
るドナー腎摘出の変遷から―最良の術式は存
在するか？　

4）三浦喜子，齋藤　満，沼倉一幸，鶴田　大，
小原　崇，成田伸太郎，堀川洋平，土谷順彦，
加賀谷英彰，三浦昌朋，佐藤　滋（2010）　画
像解析による移植腎線維組織の定量的測定と
線維増生に関連する因子の解析

5）鶴田　大，成田伸太郎，堀川洋平，齋藤　満，
小原　崇，沼倉一幸，神田壮平，高山孝一朗，
奈良健平，佐藤　滋，土谷順彦，羽渕友則
（2010）　尿路上皮癌に対する Gemcitabine-

Carboplatin-Docetaxel （GCD）療法の治療成績
6）沼倉一幸，小原　崇，鶴田　大，齋藤　満，
成田伸太郎，堀川洋平，土谷順彦，佐藤　滋，
羽渕友則，三股浩光，大山　力，荒井陽一，
小川　修（2010）　Xp11.2転座をともなう腎
細胞癌

7）堀川洋平，土谷順彦，小原　崇，沼倉一幸，
鶴田　大，齋藤　満，成田伸太郎，湯浅　健，
佐藤　滋，羽渕友則（2010）　進行性腎細胞癌
に対するスニチニブの腫瘍縮小効果と副作用
との関連

8）成田伸太郎，沼倉一幸，小原　崇，鶴田　大，
齋藤　満，堀川洋平，土谷順彦，佐藤　滋，
羽渕友則（2010）　前立腺癌治療における LH-

RH agonist中止後のテストステロン変動に関
与する遺伝学的因子の検討

9）小原　崇，奈良健平，高山孝一朗，千葉修治，
神田壮平，沼倉一幸，鶴田　大，齋藤　満，
成田伸太郎，堀川洋平，土谷順彦，佐藤　滋，
羽渕友則（2010）　腎不全廃用膀胱における腎
移植後の膀胱機能変化

10）齋藤　満，佐藤　滋，沼倉一幸，小原　崇，
鶴田　大，成田伸太郎，堀川洋平，土谷順彦，
羽渕友則（2010）　CMV既感染腎移植レシピ

エントにおける CMV再感染の危険因子の検
討

4. 第 19回日本小児泌尿器科学会総会，7月，札幌
1）小原　崇，高山孝一郎，沼倉一幸，鶴田　大，
斎藤　満，成田伸太郎，堀川洋平，土谷順彦，
佐藤　滋，羽渕友則 （2010）　 若年性膀胱癌の
3例

5. 第 75回日本泌尿器科学会東部総会，9月，宇都
宮

1）千葉修治，堀川洋平，高橋　誠，小峰直樹，
米田真也，沼倉一幸，鶴田　大，小原　崇，
齋藤　満，成田伸太郎，土谷順彦，佐藤　滋，
羽渕友則（2010）　当院で施行した超高齢患者
に対する膀胱全摘の検討

2）米田真也，湯浅　健，小峰直樹，高橋　誠，
沼倉一幸，鶴田　大，小原　崇，齋藤　満，
成田伸太郎，堀川洋平，土谷順彦，佐藤　滋，
羽渕友則（2010）　前立腺癌患者の骨密度に関
する検討

3）高橋　誠，齋藤　満，小峰直樹，千葉修治，
米田真也，沼倉一幸，小原　崇，鶴田　大，
成田伸太郎，堀川洋平，土谷順彦，佐藤　滋，
羽渕友則（2010）　下大静脈腫瘍血栓を伴う腎
癌に対する下大静脈摘出術を施行した症例の
臨床的検討 

6. 第 40回日本腎臓学会東部学術大会，9月，宇都
宮

1）佐藤　滋，齋藤　満，沼倉一幸，土谷順彦，
羽渕友則，三浦昌朋（2010）　ワークショップ
腎移植 2010 高齢者の腎移植

7. 第 23回日本内視鏡外科学会総会，9月，横浜
1）土谷順彦，成田伸太郎，井上高光，齋藤　満，
鶴田　大，小原　崇，沼倉一幸，堀川洋平，
佐藤　滋，羽渕友則 （2010）　秋田大学におけ
るドナー腎摘術の変遷と手術成績

8. 第 46回日本移植学会総会，10月，京都
1）三浦喜子，齋藤　満，沼倉一幸，小原　崇，
鶴田　大，井上高光，成田伸太郎，堀川洋平，
土谷順彦，羽渕友則，小松田敦，加賀谷英彰，
三浦昌朋，佐藤　滋（2010）　ワークショッ
プ : 画像解析装置による定量的線維増生に及
ぼす因子からの検討

2）佐藤　滋，齋藤　満，沼倉一幸，小峰直樹，
高橋　誠，小原　崇，鶴田　大，井上高光，
成田伸太郎，堀川洋平，土谷順彦，羽渕友則，
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加賀谷英彰，三浦昌朋（2010）　移植後 1か月
までのグラセプタ薬物動態におよぼす CY-

P3A5遺伝子多型の影響
3）小峰直樹，高橋　誠，米田真也，沼倉一幸，
小原　崇，鶴田　大，齋藤　満，成田伸太郎，
堀川洋平，土谷順彦，佐藤　滋，羽渕友則
（2010）　秋田大学における生体腎移植ドナー
の臨床背景についての検討

4）沼倉一幸，佐藤　滋，三浦喜子，齋藤　満，
小原　崇，鶴田　大，成田伸太郎，堀川洋平，
土谷順彦，羽渕友則（2010）　移植後高尿酸血
症発症に関連する臨床因子，薬物動態および
遺伝子多型の検討

9. 第 24回日本 Endourology・ESWL学会総会，10

月，京都
1）土谷順彦，鶴田　大，成田伸太郎，井上高光，
齋藤　満，米田真也，小峰直樹，高橋　誠， 
堀川洋平，佐藤　滋，羽渕友則 （2010）　褐色
細胞腫に対する鏡視下副腎摘除術の有用性と
術中因子に影響を与える臨床因子の検討

2）成田伸太郎，沼倉一幸，小原　崇，鶴田　大，
齋藤　満，堀川洋平，土谷順彦，佐藤　滋， 
羽渕友則 （2010）　鏡視下と開放の前立腺全摘
術における血清サイトカインおよび関連遺伝
子多型と手術侵襲の関連検討

3）鶴田　大，齋藤　満，米田真也，沼倉一幸，
小原　崇，井上高光，成田伸太郎，堀川洋平，
佐藤　滋，土谷順彦，羽渕友則 （2010）　馬蹄
腎に合併した右腎腫瘍に対する腹腔鏡下右半
腎摘除術の経験

10. 第 48回日本癌治療学会総会，10月，京都
1）堀川洋平，土谷順彦，湯浅　健，成田伸太郎，
小原　崇，沼倉一幸，鶴田　大，齋藤　満，
佐藤　滋，羽渕友則 （2010）　進行性腎細胞癌
に対するスニチニブの抗腫瘍効果と有害事象
との関連

2）成田伸太郎，沼倉一幸，小原  崇，鶴田  大，
齋藤　満，堀川洋平，土谷順彦，佐藤　滋， 
羽渕友則 （2010）　前立腺癌治療における LH-

RH agonist中止後のテストステロン変動に関
与する遺伝学的因子の検討

3）小原　崇，小峰直樹，高橋　誠，米田真也，
沼倉一幸，鶴田　大， 井上高光，成田伸太郎，
堀川洋平，土谷順彦，佐藤　滋，羽渕友則 

（2010）　前立腺生検における前立腺癌検出率

と国際前立腺症状スコアの関係
4）沼倉一幸，小原　崇，鶴田　大，齋藤　満，
井上高光，成田伸太郎，堀川洋平，土谷順彦，
佐藤　滋，羽渕友則，畠山真吾，大山　力，
井上　享，三股浩光，齋藤英郎，荒井陽一，
寒 野　 徹， 神 波 大 己， 小 川　 修 （2010）　
Xp11.2転座をともなう腎細胞癌

11. 第 4回次世代を担う若手医療薬科学シンポジウ
ム，11月，東京

1）Fujiyama, N., Miura, M., Kato, S., Sono, T., Isobe, 

M. and Satoh, S. （2010）　Involvement of carbo-

xylesterase 1 and 2 in the hydrolysis of myco-

phenolate mofetil

（b）地方会
1. 第 242回日本泌尿器科学会東北地方会，5月，
青森

1）小峰直樹，奈良健平，千葉修治，神田壮平，
米田真也，沼倉一幸，小原　崇，鶴田　大，
齋藤　満，成田伸太郎，堀川洋平，土谷順彦，
佐藤　滋，羽渕友則（2010）　後腹膜リンパ節
廓清の際に大動脈置換を必要とした進行性精
巣腫瘍の 1例

2）高橋　誠，高山孝一朗，里吉清文，沼倉一幸，
小原　崇，鶴田　大，齋藤　満，成田伸太郎，
堀川洋平，土谷順彦，佐藤　滋，羽渕友則，
秋濱　晋，下田直威，三浦邦夫（2010）　前立
腺被膜下に発生した maliganant extrapelural 

solitary fibrosis tumorの 1例
3）米田真也，小峰直樹，高橋　誠，里吉清文，
沼倉一幸，鶴田　大，小原　崇，齋藤　満，
成田伸太郎，堀川洋平，土谷順彦，佐藤　滋，
羽渕友則，湯浅　健（2010）　前立腺癌と骨密
度

2. 第 243回日本泌尿器科学会東北地方会，9月，
山形

1）高山孝一朗，鶴田　大，齋藤　満，奈良健平，
高橋　誠，米田真也，沼倉一幸，小原　崇，
成田伸太郎，井上高光，堀川洋平，土谷順彦，
佐藤　滋，羽渕友則（2010）　50歳の男性に
起こった急速に増大する巨大な前立腺腫瘤に
よる尿閉 : 何を考えるか？

2）小峰直樹，成田伸太郎，沼倉一幸，神田壮平，
千葉修治，米田真也，里吉清文，小原　崇，
鶴田　大，齋藤　満，井上高光，堀川洋平，
土谷順彦，佐藤　滋，羽渕友則（2010）　膀胱
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拡大術 41年後に発生した回腸膀胱部腺癌の 1

例
（c）研究会
（i）全国規模

1. 第 26回腎移植・血管外科研究会，6月，犬山
1）佐藤　滋，齋藤　満，沼倉一幸，鶴田　大，
小原　崇，成田伸太郎，堀川洋平，土谷順彦，
羽渕友則，加賀谷英彰，三浦昌朋（2010）　グ
ラセプタ薬物動態におよぼす CYP3A5遺伝子
多型の影響

2）沼倉一幸，齋藤　満，小原　崇，鶴田　大，
成田伸太郎，堀川洋平，土谷順彦，佐藤　滋，
羽渕友則（2010）　移植腎に発生した腎癌を部
分切除した一例

3）齋藤　満，土谷順彦，成田伸太郎，米田真也，
沼倉一幸，小原　崇，鶴田　大，井上高光，
堀川洋平，佐藤　滋，羽渕友則（2010）　ハン
ドアシストドナー腎摘出術における経腹膜ア
プローチと後腹膜アプローチの比較検討

2. 第 25回前立腺シンポジウム，12月，東京
1）成田伸太郎，熊澤光明，沼倉一幸，小原　崇，
鶴田　大，斎藤　満，堀川洋平，佐藤　滋，
土谷順彦，羽渕友則 （2009）　ハイリスク前立
腺癌に対するネオアジュバント化学内分泌療
法の治療成績

（ii）地方規模
1. 第 6回 Prostate Cancer Forum，1月，仙台
1）成田伸太郎，沼倉一幸，小原　崇，鶴田　大，
齋藤　満，堀川洋平，土谷順彦，佐藤　滋，
羽渕友則 （2010）　ハイリスク限局性前立腺癌
に対するネオアジュバント化学内分泌療法の
治療成績

2. 秋田県アフェレーシス研究会，4月，秋田
1）成田伸太郎，沼倉一幸，小原　崇，鶴田　大，
齋藤　満，堀川洋平，土谷順彦，佐藤　滋，
羽渕友則 （2010）　二重膜濾過血漿分離交換法
におけるアルブミン補充の臨床的検討

3. 第 16回福岡腎移植セミナー，3月，福岡
1）佐藤　滋（2010）　特別講演 : 遺伝子多型解
析を基にした腎移植個別治療設計の可能性

4. 第 15回腎移植症例検討会，7月，大阪
1）佐藤　滋（2010）　2010 ATC トピックス

5. 第 19回秋田内分泌研究会，7月，秋田
1）米田真也，小峰直樹，高橋　誠，里吉清文，
沼倉一幸，鶴田　大，小原　崇，齋藤　満，

成田伸太郎，堀川洋平，土谷順彦，佐藤　滋，
羽渕友則，湯浅　健（2010）　前立腺癌と骨密
度

6. 第 2回北東北腎移植勉強会，8月，弘前
1）佐藤　滋（2010）　講演 : 北東北献腎移植摘
出協力体制の構築と摘出プロトコール作成に
ついて

7. 第 37回東北腎不全研究会，8月，新潟
1）佐藤　滋（2010）　シンポジウム :「腎代替療
法の選択と問題点」先行的腎移植

2）千葉修治，齋藤　満，鶴田　大，堀川洋平，
佐藤　滋，髙橋　誠，小峰直樹，米田真也，
沼倉一幸，小原　崇，成田伸太郎，土谷順彦，
羽渕友則，藤山信弘，加賀谷英彰，三浦昌朋 

（2010）　維持血液透析治療法中の進行性尿路
上皮癌に対してジェムシタビン，ドセタキセ
ル併用化学療法を施行した経験

8. 第 29回大分人工透析研究会，9月，大分
1）佐藤　滋（2010）　イブニングセミナー講演 :  

腎移植の現状～今，普通に行なわれているこ
と～

9. 第 19回秋田県内視鏡外科研究会，11月，秋田
1）鶴田　大，齋藤　満，米田真也，沼倉一幸，
小原　崇，井上高光，成田伸太郎，堀川洋平，
佐藤　滋，土谷順彦，羽渕友則 （2010）　馬蹄
腎に合併した右腎腫瘍に対する腹腔鏡下右半
腎摘除術の経験

10. 第 17回腎と血管研究会，10月，秋田
1）佐藤　滋（2010）先行的腎移植―preemptive 

renal transplantation―
11. 第 14回秋田腎不全研究会，11月，秋田

1）伊藤由乃，小林浩悦，成田伸太郎，齋藤　満，
高橋　誠，小峰直樹，米田真也，鶴田　大，
沼倉一幸，小原　崇，井上高光，堀川洋平，
土谷順彦，羽渕友則，佐藤　滋（2010）　二重
膜濾過血漿分離交換療法の適正アルブミン補
充法の検討

2）千葉修治，齋藤　満，鶴田　大，堀川洋平，
高橋　誠，小峰直樹，米田真也，沼倉一幸，
小原　崇，成田伸太郎，土谷順彦，羽渕友則，
佐藤　滋，藤山信弘，加賀谷英彰，三浦昌朋
（2010）　維持透析療法中の進行性尿路上皮癌
に対するジェムシタビン，ドセタキセル併用
化学療法を施行した経験

3）小峰直樹，高橋　誠，米田真也，沼倉一幸，
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小原　崇，鶴田　大，齋藤　満，成田伸太郎，
堀川洋平，土谷順彦，羽渕友則，佐藤　滋
（2010）　秋田大学における生体腎移植ドナー
の臨床背景についての検討

4）佐藤　滋，沼倉一幸，鶴田　大，小原　崇，齋
藤　満，井上高光，成田伸太郎，堀川洋平，土
谷順彦，羽渕友則，小松田敦，涌井秀樹（2010）　
先行的腎移植―preemptive renal transplantation―

12. 第 76回秋田県泌尿器科集談会，11月，秋田
1）高橋　誠，齋藤　満，小峰直樹，神田壮平，
里吉清文，米田真也，沼倉一幸，小原　崇，
鶴田　大，成田伸太郎，堀川洋平，土谷順彦，
佐藤　滋，羽渕友則（2010）　下大静脈腫瘍血
栓を伴う腎癌に対し下大静脈摘除術を施行し
た症例の臨床的検討

そ　　の　　他

1. 一関医師会学術講演会，1月，一関
1）佐藤　滋（2010）　特別講演 : CKD・透析・
腎移植の現状と最近の話題

2. JST 社会とつなぐ理数教育プログラムの開発事
業，2月，川辺中学と大館

1）佐藤　滋（2010）　さまざまな医療系職業の紹
介

2）佐藤　滋（2010）　血液透析．川辺中学ニプロ
工場見学－JST 社会とつなぐ理数教育プログ
ラムの開発事業

3. 第 34回腎臓病を考える集い，2月，秋田
1）佐藤　滋（2010）　講演 : 慢性腎臓病から腎
臓移植まで

4. 下関医師会学術講演会，2月，下関
1）佐藤　滋（2010）　招聘講演 : CKD・透析・
腎移植の最近の話題－地方からの発言

5. 平成 21年度秋田県院内臓器移植コーディネー
ター研修会，2月，秋田

1）佐藤　滋（2010）　臓器摘出の準備と手術－心
停止後腎提供－

6. 日本透析医会福島県支部学術講演会，3月，郡
山

1）佐藤　滋（2010）特別講演 : CKD・透析・腎
移植の最近の話題

7. 中外製薬移植免疫部外部講師勉強会，3月，東
京

1）佐藤　滋（2010）　最近の腎代替療法と私達の

Translational Research 

8. 2010年 CAPD基礎講座，5月，盛岡
1）佐藤　滋（2010）　CAPD合併症

9. 秋田組合病院院内勉強会，7月，秋田
1）佐藤　滋（2010）　臓器提供の準備と手術―心
停止後腎提供―

10. 沖縄病院薬剤師会学術講演会，7月，沖縄
1）佐藤　滋（2010）　講演 : 免疫抑制薬の薬物
動態・薬理遺伝学

11. 第一三共株式会社社内勉強会，秋田
1）佐藤　滋（2010）　腎移植と ACEI・ARB

12. グリーンリボンキャンペーン 2010 in Akita，10

月，秋田
1）佐藤　滋（2010）　秋田の臓器移植

13. 函館泌尿器科医会，10月，函館
1）佐藤　滋（2010）　講演 : SNPを基にした腎
移植個別医療設計への序

14. 市民公開講座 STOP !  CKD，11月，秋田
1）佐藤　滋（2010）　講演 : 腎不全の療法－透析・
移植－

その他の出版物

1）Kuypers, D.R.J., Meur, Y.L., Cantarovich, M., 

Tredger, M.J., Tett, S.E., Cattaneo, D., Tonshoff, 

B., Holt, D.W., Chapman, J., van Gelder, T., for 

the Transplantation Society （TTS）Consensus 

Group on TDM of MPA. （2010）　Consensus re-

port on Therapeutic drug monitoring of myco-

phenolic acid in solid organ transplantation. Clin.　
J. Am. Soc. Nephrol., 5, 341-358.　Masatomo 

Miura, Shigeru Satoh, et al. in Acknowlegment.

2）佐藤　滋（2010）　巻頭言　少年老い易く学成
り難し．腎と透析 68，301-302.

3）Obara, T., Satoh, S., Saito, M., Numakura, K., 

Tsuruta, H., Narita, S., Horikawa, Y., Tsuchiya, N. 

and Habuchi, T. （2010）　Impact of clinical char-

acteristics and pretransplant urinary bladder ca-

pacity on urodynamics one year posttransplanta-

tion in adult recipients.　Am. J. Transplant., 10, 

Supple 4, 254.

4）Satoh, S., Saito, M., Numakura, K., Tsuruta, H., 

Obara, T., Inoue, T., Narita, S., Horikawa, Y., 

Tsuchiya, N., Habuchi, T., Kagaya, H. and Miura, 

M. （2010）　No impact of agen on dose-adjusted 
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pharmacokinetics of tacrolimus, mycophenolic 

acid and prednisolone one month after renal 

transplantation.　Am. J. Transplant., 10, Supple 

4, 322.

5）Miura, Y., Satoh, S., Saito, M., Numakura, K., 

Narita, S., Horikawa, Y., Tsuchiya, N. and Habu-

chi, T. （2010）　Clinical risk factors for increased 

interstitial fibrosis by computerized image analy-

sis after renal transplantation.　Am. J. Trans-

plant., 10, Supple 4, 408.

6）Numakura, K., Satoh, S., Saito, M., Tsuchiya, N., 

Miura, Y., Obara, T., Tsuruta, H., Narita, S., Hori-

kawa, Y. and Habuchi, T. （2010）　Incidence, 

clinical risk factors, tacrolimus pharmacokinet-

ics, and genomic polymorphisms in post trans-

plant hyperuricemia in early stage renal trans-

plant recipients.　Am. J. Transplant., 10, Supple 

4, 528.
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Akita J Med  38  （Suppl）: 201～202, 2011
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寄附講座准教授 月 山 克 史
　　　

総　説・解　説

1）月山克史（2010）　【臨床医に役立つ「インク
レチン」講座】 インクレチンの生理作用　GIP

と GLP-1．ホルモンと臨床 58，7-15．
2）月山克史（2010）　【患者さんをやる気にさせ
る食事・運動療法】食事・運動に関係するイ
ンクレチンの作用　血糖低下作用以外の作用
を中心に．実験治療 700，59-63.

原　著　論　文

A. 審査を経た論文
1） Ogawa, E., Hosokawa, M., Harada, N., Yamane, 

S., Hamasaki, A., Toyoda, K., Fujimoto, S., Fujita, 

Y., Fukuda, K., Tsukiyama, K., Yamada, Y., Seino, 

Y. and Inagaki, N.（2010）　The effect of gastric 

inhibitory polypeptide on intestinal glucose ab-

sorption and intestinal motility in mice.　Bio-

chem. Biophys. Res. Commun., 404, 115-120．

学　会　発　表

A. 国際会議
1. 46th European Association for the Study of Diabe-

tes （EASD） Annual Meeting, September, Stok-

holm, Sweden

1）Narita, T., Yokoyama, H., Yamashita, R., Hosoba, 

M., Sato, T., Morii, T., Fujita, H., Tsukiyama, K. 

and Yamada, Y.（2010）　Effects of long term ad-

ministration of miglitol and voglibose on plasma 

glucagon-like peptide-1 and gastric inhibitory 

polypeptide after a mixed meal injection

B. 国内会議
（a） 総会・年会

1. 第 25回 日本静脈経腸栄養学会，2月，千葉幕
張メッセ

1）林　英司，神岡諭郎，月山克史，粕壁美佐子，
江上洋子，石川礼子，鈴木裕子（2010）　当院
における胃瘻造設方法と合併症の検討

（b） 地方会
1. 第 21回 日本内分泌学会 東北地方会，10月，弘
前

1）高嶋　悟，三ヶ田敦史，佐藤雄大，菅沼由美，
梶川麻里子，細葉美穂子，森井　宰，藤田浩樹，
月山克史，成田琢磨，山田祐一郎（2010）　精
査中に重症心不全を発症した異所性 ACTH産
生気管支カルチノイドの 1例

2. 第 48回 日本糖尿病学会 東北地方会，11月，仙
台

1）山田祐一郎，福岡勇樹，細葉美穂子，阿部妹子，
梶川麻里子，森井　宰，藤田浩樹，月山克史，
成田琢磨（2010）　シタグリプチン投与で食後
過血糖が改善したミトコンドリア糖尿病の一
例

2）清水尚子，菅沼由美，森井　宰，不聞麻貴，
阿部妹子，細葉美穂子，藤田浩樹，月山克史，
成田琢磨，梶川麻里子，山田祐一郎（2010）　
リラグルチド開始前後に CGMを用いて血糖
評価をし得た一例

3）三ヶ田敦史，小川和孝，阿部妹子，細葉美穂子，
森井　宰，藤田浩樹，月山克史，成田琢磨，
梶川麻里子，山田祐一郎（2010）　2型糖尿病
患者の経過中に発症し，体重減少などを契機
に発覚した副腎皮質機能低下症の一例
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（c） 研究会
（i） 全国規模

1.「治療選択の参考となる指標の検討会」，8月，
東京

1） 月山克史（2010）　SUIT, secretory units of islet 

transplantation

（ii） 地方規模
1. 第 4回 グローバル COE 若手研究者シンポジ
ウム，11月，秋田

1）月山克史（2010）　インクレチンの膵外作用の
研究
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